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なか
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むら

隼
はや

人
と

中
なか

村
むら

錦
きん

之
の

助
すけ

市
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笑
えみ

三
さぶ

郎
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上
かみ

村
むら

吉
きち

弥
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市
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かわ

青
せい

虎
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、

ご
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拶

引

窓

岡
村
柿
紅

　作

あ
い

さ
つ

新
古
演
劇

十
種
の
内

一

幕

二
、

双
蝶
々
曲
輪
日
記

ふ
た
つ

に
っ

常
磐
津
連
中

長
唄
囃
子
連
中

三
、

身
替
座
禅

が
わ
り

み

ざ

ぜ
ん

ち
ょ
う

ち
ょ
う 

く
る

わ

き

松
竹
大
歌
舞
伎製

作 
  

松
竹

令
和
六
年
度（
公
社
）全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
主
催

■
ご
挨
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中
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隼
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双
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々
曲
輪
日
記
　
引
窓
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兵

衛

後
に
南
方
十
次
兵
衛

中
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隼

　
人

女

房

お

早

市

川

笑
三
郎

母

お

幸

上

村

吉

　
弥

濡

髪

長

五

郎

中

村

錦
之
助

■
身
替
座
禅	

山

蔭

右

京

中

村

隼

　
人

太

郎

冠

者

市

川

青

　
虎

侍

女

千

枝

上

村

吉
太
朗

同

　

小

枝

上

村

折
乃
助

奥

方

玉

の

井

中

村

錦
之
助

◆
双
蝶
々
曲
輪
日
記
　
引
窓

　
石
清
水
八
幡
宮
に
ほ
ど
近
い
八
幡
の
里
に
あ
る
南
与
兵
衛
の
家
。
亡
き
父
の
後
妻
と

な
っ
た
義
母
お
幸
と
女
房
お
早
が
放ほ
う

生じ
ょ
う

会え

の
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
相
撲
取
り

の
濡
髪
長
五
郎
が
人
目
を
忍
ん
で
訪
ね
て
き
ま
す
。
幼
い
頃
に
養
子
に
出
さ
れ
た
お
幸

の
実
子
で
あ
る
長
五
郎
は
、
主
筋
へ
の
義
理
で
人
を
殺
め
て
し
ま
い
、
母
に
一
目
会
お

う
と
や
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
へ
代
官
に
任
命
さ
れ
、
父
の
名
で
あ
る
南
方
十
次
兵

衛
を
名
の
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
与
兵
衛
が
帰
っ
て
き
ま
す
。
お
幸
と
お
早
は
与
兵
衛
の

出
世
を
喜
び
ま
す
が
、
与
兵
衛
に
命
じ
ら
れ
た
初
仕
事
は
人
相
書
の
男
を
捕
縛
す
る
こ

と
で
…
…
。

　
仲
秋
の
名
月
を
翌
日
に
控
え
た
京
都
を
舞
台
に
、
互
い
を
思
い
や
る
親
子
の
苦
悩
と

情
愛
が
描
き
出
さ
れ
る
義
太
夫
狂
言
の
名
作
。
明
か
り
取
り
の
天
窓（
引
窓
）を
舞
台
装

置
と
し
て
巧
み
に
用
い
な
が
ら
、
美
し
い
月
明
か
り
の
も
と
で
展
開
す
る
心
温
ま
る
ひ

と
幕
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◆
身
替
座
禅 

　
大
名
の
山
蔭
右
京
は
、
大
の
恐
妻
家
で
あ
り
な
が
ら
浮
気
性
。
愛
人
の
花
子
が
都
へ

や
っ
て
来
た
こ
と
を
知
り
、
な
ん
と
か
会
い
た
い
と
願
い
ま
す
が
、
奥
方
玉
の
井
が
外

出
を
許
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
右
京
は
、
邸
内
の
持
仏
堂
に
一
晩
中
籠
っ
て
座
禅
を
す
る

と
嘘
を
つ
き
、
家
来
の
太
郎
冠
者
に
座ざ

禅ぜ
ん

衾ぶ
す
ま

を
被
せ
て
自
身
の
身
替
り
に
し
、
花
子
の

も
と
へ
向
か
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
玉
の
井
に
知
ら
れ
…
…
。

　
狂
言
の
大
曲「
花
子
」を
も
と
に
し
た
舞
踊
劇
。
花
子
と
一
夜
の
逢
瀬
を
叶
え
、
ほ
ろ

酔
い
加
減
で
帰
っ
て
き
た
右
京
が
、
自
身
と
花
子
を
踊
り
分
け
な
が
ら
そ
の
様
子
を
物

語
る
場
面
は
み
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。
怒
り
に
打
ち
震
え
る
玉
の
井
と
、
そ
れ
に
気
づ

か
ず
浮
か
れ
た
様
子
の
右
京
の
対
比
が
面
白
く
、
現
代
に
も
通
じ
る
夫
婦
の
や
り
取
り

が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
か
れ
ま
す
。
松
羽
目
物
に
相
応
し
い
格
調
と
品
格
の
な
か

に
、
可
笑
し
み
が
溢
れ
る
舞
台
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

あ
ら
す
じ
と
み
ど
こ
ろ


